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＜病棟連絡事項＞
・気温上昇のため、夜間救急ＢＯＸ内のアンヒバ坐薬は、下記のあいだ北病棟冷蔵庫にて保管となります。

・下記の日程で昇格試験を実施します。受験対象者で有る事をご確認のうえ申し込みください。
１ 試験日程：８月２４日(火)２５日(水)２６日(木)　
 　２ 場所： メンタル４階メモリアルホール　【八戸会場】
３ 試験時間：１７：３０～１８：３０
 　４ 申込期限：８月２日（月）～８月１５日（日）１７：００
 　５ 対象職員：中級・上級受験資格者
 ６ 申込方法：みんなの共有⇒総務室⇒2.昇格試験申込
※受験申し込みをしたら必ず各管理者へ報告をお願致します。

＜部屋移動＞
・吉田　あや子様～東病棟Ｂユニット１号室→南病棟Ｂユニット
・荒谷　イト様～東日本Ｃユニット→南Ａユニット

＜患者様連絡事項＞
・牧　奈津美様～本日夕よりレストラン移動での食事となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放中、他室侵入など迷惑行為があり、開放観察は早めに終了している。入室後も興奮気味で奇声を上げているが、自傷・危険行為は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
[bookmark: _Hlk62478463]
・飯田　修子様～終日隔離中。過度な要求や易怒性は無く、穏やかな様子。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・谷地　寿梨様～終日隔離中。本日より午前午後2時間ずつの開放観察を実施。ホールにてテレビを見て過ごすが、突然不機嫌となる様子がある。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・下屋敷　キヨ様～食事は2/3～全量摂取。茶寒天は「苦い」と話し、吐き出している。バイタルサイン異常なし。ケア時に疼痛訴え聞かれているが拒否や抵抗はない。

・牧　奈津美様～分からないことがあった場合は質問することできている。自室にて過ごしていること多く、他者交流はない。希死的発言や危険行動はなく経過。
		
＜深澤Dr．診察情報＞
・吉田　昌二様～外来院内処方分が７/29より同内容で臨時薬へ切り替え7日分処方される。

・石和　忠典様～臨時薬同内容で7日分処方となる。

・飯田　修子様～臨時薬レボトミン錠２５ｍｇ 3 錠 1日3回　毎食後7日分　ロナセンテープ1日2枚7日分処方。脱水にならないよう水分補給指示あり。

・澤口　利香様～臨時薬デエビゴ錠５ｍｇ 1 錠 1日1回　ねる前 中止。その他同内容で2週間分処方となる。まみレディースクリニックへの受診日が確定したら主治医へ報告。

・船場　稔様～臨時薬同内容で7日分処方となる。

・北向　勇治様～臨時薬同内容で7日分処方。点滴継続指示あり。

・荒川　芙美子様～臨時薬同内容で7日分処方となる。

・嶋森　みよ子様～臨時薬トリンテリックス錠１０ｍｇ→２０ｍｇへ増量。本人様より
「お盆前には退院したい」と訴え聞かれている。当院に入院している娘様が明後日診察があるためその後に退院の調整を行っていくと主治医から説明しており了承されている。」

[bookmark: _GoBack]・川村 允子様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。症状落ち着いているため退院支援行っていくよう指示あり。 

 




＜入院患者様情報＞
➀日　　時：R3年7月28日　11:05
　氏　　名：中村　満(なかむら　みつる)様
　生年月日：昭和15年6月25日　81歳
　病　　名：混合型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：金Dr　サポート医：深澤Dr
　入院形態：医療保護入院
　病棟病室：東病棟Cユニット号室
　
　【経過】
　R2年夏頃より会話の中での忘れっぽさが目立ち、同年10月には脱水にて体調を崩し八戸赤十字病院へ入院。退院後はシルバ－病院で治療を継続、12月初旬に有料老人ホーム「ちょうじゃ様の宿」へ入居。その後暫くは落ち着いていたが、徐々に易怒性が目立つようになり、嫌なことがあると黙り込むことや、職員の介入に対し罵声や粗暴行為が見られるようになる。また、既に免許返納しているが、自身が運転できないことを把握できていない様子でありケアマネより精神科への受診を勧められ、鑑別診断目的にてＲ3.3.15当院初診。薬剤調整実施し、その後は少しずつ改善してきたが、6.27同室で入居していた妻様が自宅へ退去され、同時期より再度粗暴行為や暴言、易怒性等が悪化。施設対応困難であり、薬剤調整目的にて入院治療を希望され、R3.7.28東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

②日　　時：R3年7月28日　13：44
　氏　　名：豊巻　志津子様
　生年月日：昭和54年3月13日　42歳
　病　　名：うつ病
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Ｂユニット

　＜経過＞
　学生時代に就職活動が上手く行かず、抑うつ感、易怒性や興奮等の症状がみられ東京都内の精神科病院受診歴あり。37歳時に結婚し、専業主婦として神奈川県で過ごしていたが、当初より慣れない環境に不安を感じていた。さらに出産後は家事や育児へのストレスから抑うつ気分や不安感、希死念慮などが悪化したため、令和2年1月6日に神奈川県のあさひの丘病院を初診し同日同院へ任意入院となった。症状が軽快したため同年2月15日自宅へ退院しその後同院への通院や訪問看護の利用なども継続していた。しかし、焦燥感や抑うつ気分などが悪化し、家族の関係も悪化していった。同年4月20日の本人、夫、義両親が集まり話し合いの場でも易怒性や興奮が顕著で大声を出すなど落ち着きのない状態であった。そのため急遽小田原市の精神科病院を受診したが、その際は特に処方はなかった。本人の実家のある八戸市へ療養目的にて帰省したが、同様に希死念慮や不安感などが持続していたことから令和2年7月10日に当院を初診している。以後、外来通院を継続していたが、同年11月7日に興奮や奇異行為、不安感などの精神症状が悪化したため、夜間に当院を受診し加療、休養の目的で医療保護入院となる。入院中は薬物療法作業療法を行い、症状改善のため11月17日自宅へ退院している。退院後も外来通院にて薬物療法を継続するが、R3年2月より調子が悪いとのことで家族の代理受診が続いていた。同年7月上旬に本人より電話があり、離婚の手続きが進んで片付いてから無気力や食欲低下、希死念慮が出現しており、入院治療を希望され本日外来受診し、薬物療法での症状改善目的にて、東病棟Ｂユニットへ任意入院となる。
